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間関係
を
重
視し
て
い
る
こ
と一

し
、も
と

も
とは
蒋
経
園
ら
台一
(
中
台)
関
係
の
促
進

に
力
を一
去し
た
こ
と
を
受け
て
、地
元

を
示し
た
。

一
湾
の
指
導
者
と
の
関係が
深

か
一
注
いだ」
と
得
価 a
mm年
の

シ一
の
新聞社は
お日
、
公
用
語
の

リ
1
氏は
2
0
0
7

年
の
訪一
っ

た。
1
9
7
0

年
代以降
は一
ン
ガ
ボ
1ル
会
談で「
阿俸の一
都訟回
、
中
国語、
マ
レ

l
語
、

一
中
で
、
先妓
高
指
導
部メ
ンバ一
中
国の
指
導
者
と
の
交
務比一衆一
平
和

的
対
話
と安
定し
た
交
流一
タミ

ル
語で
そ

れ
ぞ
れ
、「
鐙

一
ー

に
はっ
て
聞

も
な
い
翼
と一
り

だ
し
、
撃

に
中

国
と
白
交一
の
道
を
闘い
た」
と

し
た。
席一
国の
さ
の
議
を
援PO
返
る

筆
配下での社
請し
皮
革一
会
談。

富
後、

忌
憲
三

喜ん
だ

一

懇総統は
穂
留の秘曹と一
特別
言
発行。
釈の
警な

のモ
デ

ル
の一
っ
と

もL
て
き一
ン
トロ
ール

す
る
力
に
た
付、一

だ
が
、
そ
り
後も
台
湾
と

こ
し
て
リ

1
氏あて
の
書簡
を
代一
ど
で
新
聞
を
貿
い
求め
る
市
民

た。
死
去
を
受け
て
留
J一
百
票
経
験し
た
普し
み
を
物一
定
の
関
係
を
維持 。

控

室

き
て
い
き
と

も
あ
る
と
い
石列か
で

き
た。

家
法怖ゆ
培
か、
盟平
理強
筒一
問中
の
判断に
影
響
さ
せ

な
い。

一
中
台の
民
間
窓口
銭関
トッ
プ一
ぃ 、
「占申越し
た
指
導
者

だっ一
地
元テレ
ビ
やラ
ツ
オ

も
、

相
、
滋徳
江
・

全
国
人
民
代
袋一
(
南
ア
フ

リカ
の〉
マ
ンデ
ラ一
の
初
会
合を
シ
ン
ガポ
ー

ルで一
た」
と
声明
を
出
し
た
。

一一%
去が
伝
わっ
た
陣
後か
ら
内

大会
議
室長 、
虫駆外相一
氏に匹敵する
筆者だ」
と一
実現させた 3

(北
有
一

輩 、台北
品
醤
二
容そ
切り
轡えて特別番組を

ら
も
弔
電
を
打つ

な
ど
、
羽績一
絶貸し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る。一

台
湾
行
政
院(
内閣)
は
幻一

O

一
放
映し
た
。

を邸め
て
高
く
解
価し
、
二国一

リ1
民は
共
滋
主
義

に
反
対一
目、
り
l

民に
つ
いて「
両
岸一

リ
!・

ク
ア
ン
ユ

i
氏が
死一

(シシガ
ポールH

都慣悦史)

「

仲

介

役
」

惜

し

む

声

中
台
双
方
が

功

績
評
価

リ
1・
ク
ア
ンユl
氏は
先

組
が
中

国
出
身の
錨人
指
場
者

とし
て
、中

国
と
台
湾
の
双
方

と
深
い
関係
を
築
い
た。
中
台

の
「
伸
介
役」
を巣
た
し
たと

と
も
あ
り 、
双
方

か
ら
死
去
を

惜し
む
声
が上
がっ
た
。

中
国は
シ
ンガ
ポ
ー

ル
を一

3月、 AFP時事@首相として来日
し、佐篠栄作嘗椅{当時}と会談し
たリー・クアンユー氏<ti':)=196'7年

東

洋

の

真

珠

育

ん

だ
「

魔

法

使

い
」

もら
い
、
私が
司
会
を
し
た。一
ム

だ
け

は
消
化
で

き
な
か

っ

中
国
の
台
頭
と
日米
間
胞
の一
たa
い
ま
中国

には
l億
3
乎

将
来
が
般
大
の
テ
i

マ
だ

っ一
万
人のム
ス
リム
が
いる」

リl・
ク
ア
ン
ユl
民
の
般
大の
週間は
、
シ

た。
氏は
日
米
中「
二
等
辺=一

幼
年
5
月、
収B
新閣
議

ンガ
ポ
ー

さ
独
立
さ
せ、
対
外
関
係
そ
安
定さ

角形」
論
を主
張し
弓

一
世
界

国々
の
興亡」
の
イ
ン

せ
、そ

れ
を
世
界
釘
数
の
豪
語

に
脊て
た
こ

宇
一

百米
関係
が
臼中
壊、一
タビュ
l。

と
で

あ
る。
彼
の
還
と
議
室
リー
ダ
ー

シ

筆

角一
米
中
震よ
り 、
よ
り一深
い
関一
そ
の
日は
土
問
担
当
たつ

主

義同一
係
が望

ま
じ
い」

一
たa
ちょっ
と
遼
れ
て
部
屋
に

ツ
ブ
が、
こ
の
小
さ

な
島
国
を
東
洋の
真
珠に
変

関
おw一

一

え
た。
妻
、
ア
フリ
カ
をは
じめ
位
界
の
国家

新

船一

戦
略
的慰
霊
、
透明
そ
の一
入っ
て
き
て、

写日は
中

国

日

一
も
のだっ
た
。

一
語
(普
通
務)
のレ
ッス

ン
の

シス
テム
が
激し
く
さ
し
む
今、
彼は
ネ
1

シヨ

朝

一

一

記

一

凶年同川
月 1
彼
は
、
日
本
の一
日

に
あ
たっ
て
ちょっ
と
遮
れ

ン・
ビ

ル
ディ
ン
グ
(国
づ
く
り)
の
魔
法
使
い

-
7

一

一

一
長引
くト経
済
の
停
滞 、
政
治の一
てし
恋っ
た
、す

まん」
とい

で
あっ
た
か
に
見え
るa

一
混乱
、そ

し
て
相変わら
ず
内一
い
な
がら
、
附につ
い
た。

司
自

私は
、
19
9
0一

か。
変え
て一
体
ど
う
する
つ一
向
き
の
日
本

に
い
ら
立

ち
を
党一

独
立
後は
英語
を
国
の
公周

一
巳
年
代初
頭か
ら
ほ
ぼ一

も
り

だ」

一
え
て
い
た
。

一
穏

に
据
え
た。
国
民
の
英
訟力

目』
3

年
に

1皮の
割
合一
そ
の
1

週
間ほ
ど
前
、
衆議一

百
本は
レ
ゴ
翁
み
立

て一
は
国
力
そ
の

も
の
で

あ
り、
そ

で
揺
を
じ

かに
聞
い
て
き
た。
一
段は
宮
沢内
閣不
信
任
案
を
可一
玩具)
の
よ
う
な
国

だ。
そ

れ一
れ
なし
に
は
国
際ビ
ジ
ネス
で

mm
年
6
月 。
テ
l

プ
を
図
そ一
決
し、
解
散 回
新
銘
さ
きか
け
が一
ら

は
寸分
の
迎
い
も
な
く
規
格一
生
き
残
れ
な
い。
し
か
し
、初

うとすると 、
「その前にい
一
結成されたばかりだった 。
一化され 、
あま
りにもがっ
ち一
年代 、
中国が
改麓・
開放に

く
つ
か
閤
きた
い
こ
と
が
あ一
「
大い

な
る
間
途
い
だ
。自一
り組織
をつ
くっ

て
し
ま
う。
一
向か
う
と
、国
民

に
中
園訟
の

る」
と
言っ
て
私
を
制
し
た。
一
民
銘

に
よ
る
政
治の
安
定が
あ一
レ

か
し、
い
ま
は
ど
の
社
会

も一
学
習
を
説
い
た
。
中
国語
の
学

「
日
本
の
国民は

な
ぜ
、自一
っ

た
か
らと
そ
、こ

れ
ま
で
臼一
個
人の
力
を
最大
限
引
き
出
さ一
校

に
通わ
せ
た
子ど

も
た
ち
と

民
先
を
変
え
よ
う
と
す
る
の一
本の
筏
演の
発援

も
あっ
た
の

一なけ
れば
な
ら

な
い。
位
界中一
安は
英
語で
話
し
、
自
分
は
中

で
は
な
い
の

か」

一
の
才能
を
使
わ

なけ
れ
ば

なら一
関
誌で

帰
詑h
を
に
し
、
子
ど

「
宮
沢〈喜
一
民)
のよ
う一
な
い。
そ

れら
がレ
ゴ

に
う
ま一
も
た
ち
の
流暢な
中
国語

か
ら

な
リー
ダ
ー

を
使
い
姶
て
に
す一
く
入
る
だ
ろ
う
か」

一
教わっ
た。

る
とは
j
・ 6

まっ
た
く
分

か一

2
0
0
3

年
自
用 。
朝日
新一

小
淵首脳三
首掲
の
諮
問
機関

ら
な
い」

一
聞「
日
本@
世
界」
の
イ
ン
タ一
の
「
幻
官
紀日
本
の
欝
恕」
怨

そ
歪百っ

て
、ク
ピ
をヨ
コ一
ビ
ュ
ー

で、
ブッ
シュ
政
舗
の一
談
会
の
一
員と
し
て、
彼

に
会

に
大き
く
綴っ
たe

一
対テロ
戦争
の
行
方と
イス
ラ一
っ

た
こ
と

も
あ
る。
ω年
m
月

私は、
長
期
政
織
の
政
治
腐一
ム
過
激派の
挑
戦へ
の
懸
念を一

目

放に
良
心
が
離
れ
、
改
誕
の
風一
口

に
し
た。

一



が吹いているといったこと一
「冷
戦時
代 、
秘た
ちは一
・

を説明
し
た
が、
彼は
小
刻み一

菜
襲
織』
と
翠応
し
て
き一

置

にク
ピ
を
綴っ
た@

一
た。
し
か
し
、そ

れ
が
将
来も
二
田

紛
年
μ
用 。
靭日
新
聞主
催一
妥当

な
想定

か
ど
う
か
わ

か
ら一

小

の「
凱陛
紀に
お
け
る
ア
ッ
ア一
な
い」

一

ベ

との
共
生」
に
出
胞
をお
願
い一
「
中国
と
い
う
国は

ユ
ダヤ一

p和

した
と
こ
ろ、
萩
認の
返
事
が一
人で
さ
え
消
化
し
て
し
まっ
た一

t

来
た。
氏と
長年
の
友
人
の
宮一
ほ
ど
消
化カ
の
強
い
社
会

だ。
一

沢
氏に

もパ
ネ

ル
に
出府
して一
し
か
し
、
そ
の
中
国

もム
ス
リ一

島
居で
昭
和
実
由園、
嘗
湾
畠
后

と企
箆するリl・
クアンユ

l

首相夫
袋、
長
女の
ウェ
イ

リ
ン
さ
ん
H
1
9
7
9
銃
川
月

と慨します.ぬ留の3摺米が住民
に配給されるのを見たことは一度
もなかったそうです。

の
配
た

府
の
つ

の
こ
と

だ
が
、そ
の
時
、
印象一
た。
昨
日まで
の主
人

だっ
た一

b
u
伐

に
残っ
た
雷
撲
が
あ
る。

一
笑
箇
が
あっ
け

な
く
屈
服
し一川
畑
た
な

「
日
本は
十
分

に
信
駁
さ

れ一
た。
日
本
の

残虐
な
占
領
の
抱一 u

史
郎

て
い
な
い
し、
期
解
さ

れ
て
い一
憶は
心
に
傷
とし

て
残っ
た。
一
い
?
涜

な
い
と
感じ
るa
そ
の
康
医
の一

し
か
し、酬明後の
日
本
の
出
直一

倒
閣
制

一
つ
は
日
本
人
の
グロ
ーバ

ル一
し
か
ら
の
歩み
を
商
く
静
価し一
到
B

W

・
リテ
ラシ
ー

が
十
分
で

な
い一
た
。
勤労
豪
、
我慢
強
さ
、一

初

当

ため
と
ほ
う。
こ
れは
間
じ
ア一
資任
感、
仲間
意識
が
日
本
を一
叩
仰
払

ヅ
ア
人と
し
て
大
変
磁
念で

あ一
よ
み
が
え
ら
せ
た
と

し
、日
本一

時
給

るa
例
え
ば、日
本は
英
語
を一
応
学ぶ
こ
と
を
説
い
た。

一

寸
」
U3

第
二
の
言
語
と
す
る
こ
と

は
で一

「米国
の
い
いと
こ
ろ
を
殴-

l
i-



き
な
いの

か」

一
収
し
て
も
なお
日
本人」
と
し一

回
恒一

懇
絞会

は
「
英語
を日
本
の一

て
の
文化的
価値
観
を
維
持し一

一同一

第
二
公
用組耐
と
す
る
こ
と
を
視一
て
い
る日
本に
学べ
と
号令を一

バ一
間一

野
に
入
れ
る」
こ
と
を
提
案
し一
か
け
た。
第1
次石
油
危
織の一
司一
竺

た
が
、こ

れは
リ
1・
ク
ア
ン一
後は
省エ
ネで
そ

れ
を
乗
り
切一

」1
し

ユ
l民

の
示
唆
とシ
ンガ
ポ
1一
っ

た
日
本を
た
た
え
た。
日
本一

則n
m

ル
の
経
験に
大い

に
触
発
さ

れ一
訪
問
の
際
の
定舗
の
帝
国
ホ
テ一

獅一円
曲

て
の
こ
と
で

ある。

一
ル
の
名
物品靴
磨き
の
キ
ンちゃ一

回τ
日

日
本は
戦
中、

シ
ンガ
ポ
i一

ん
にやVT
うし
た
日
本
の
拠
点一

朝一u
m

ル
を
侵
攻し
、
3
年
半占
領し一
を
見い

だ
し、ひ
い
き
に
し
た。白
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